
５
月
は「
消
費
者
月
間
」で
す

消
費
者
月
間
統
一
テ
ー
マ「
み
ん
な
の
強
み
を
活
か
せ
～
安
全・安
心
な
社
会
に
一
億
総
活
躍
～
」

　

近
年
、
本
市
で
も
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質

な
手
口
の
詐
欺
被
害
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
お
か
し
い
な
」「
困
っ
た
な
」と
思
っ
た

ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
持
つ
相
談
員

が
、「
訪
問
販
売
」「
電
話
勧
誘
販
売
」「
通
信

販
売
」な
ど
に
よ
る
消
費
者
契
約
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
、
助
言
や
情
報

提
供
を
し
ま
す
。
ま
た
、
相
談
者
と
事
業
者

の
間
に
入
っ
て
、
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た

め
の
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

●
薩
摩
川
内
市
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
23
）０
８
０
８（
直
通
）

【
受
付
時
間
】＝
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

＊�

土
・
日
曜
日
、
祝
日（
10
時
～
16
時
）は
、

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８（
い
や
や
）

ま
で

　
「
無
料
の
動
画
サ
イ
ト
を
検
索
し
て
い
て
、

年
齢
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
突
然
登
録
完
了
と

な
り
、
高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
」と
い

う
相
談
が
、
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
占

い
サ
イ
ト
や
懸
賞
サ
イ
ト
、
副
業
サ
イ
ト
か

ら
誘
導
さ
れ
て
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
迷
い

込
ん
だ
と
い
う
場
合
も
多
い
よ
う
で
す
。

対
策
▼�

全
く
無
視
し
て
構
い
ま
せ
ん
。「
間

違
っ
て
登
録
し
た
場
合
や
退
会
を
希

望
す
る
場
合
は
連
絡
す
る
よ
う
に
」

と
書
か
れ
て
い
て
も
、
決
し
て
連
絡

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
個
人
情
報
を

相
手
に
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺

　
「
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
」「
会
社
の
お
金

を
使
い
込
ん
だ
」な
ど
、
架
空
の
事
故
や
ト

ラ
ブ
ル
で
金
銭
が
必
要
だ
と
、
家
族
や
知
人
、

弁
護
士
な
ど
を
名
乗
っ
て
要
求
し
て
き
ま
す
。

対
策
▼�

常
に
留
守
番
電
話
を
設
定
し
、
相
手

が
誰
な
の
か
、
話
の
内
容
は
何
な
の

か
を
確
認
し
て
か
ら
電
話
に
出
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

▼�

話
を
聞
き
流
し
、
い
っ
た
ん
電
話
を

切
り
ま
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
か
ら
相
手

に
掛
け
直
す
こ
と
で
、
本
人
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

還
付
金
等
詐
欺

　
「
医
療
費
の
過
払
い
金
が
あ
る
」「
還
付
金

の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
」な
ど
と
公
的

機
関
の
職
員
を
名
乗
っ
て
、
金
融
機
関
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
し
ま
す
。
払
い
戻
し
の
操
作
と

偽
り
、
振
り
込
ま
せ
る
操
作
へ
誘
導
し
ま
す
。

対
策
▼�

公
的
機
関
の
電
話
番
号
を
調
べ
て
掛

け
直
し
、
担
当
者
な
ど
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
　

▼�

あ
ら
か
じ
め
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
１
日
の
利
用

限
度
額
を
引
き
下
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

＊�

お
金
が
振
り
込
ま
れ
る
と
き
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
操
作
を
自
分
で
行
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

架
空
請
求
詐
欺

　
「
有
料
サ
イ
ト
の
利
用
料
が
未
納
で
す
」

「
サ
イ
ト
の
無
料
期
間
が
過
ぎ
て
い
ま
す
」な

ど
、
全
く
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
サ
イ
ト
の

利
用
料
を
請
求
し
、
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
し

ま
す
。

対
策
▼�

覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視
し
、
決
し

て
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
は
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
届
く

場
合
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
電
話
番

号
で
、
氏
名
や
住
所
が
相
手
に
知
ら

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

▼�

振
り
込
み
を
急
が
せ
た
り
、「
法
的

手
続
き
を
取
る
」と
い
う
文
言
が
あ

れ
ば
、ま
ず
、詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

　
　

最
近
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
へ
の
警
戒

が
強
ま
っ
た
こ
と
で
、
直
接
現
金
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
受
け
取

り
に
来
る「
受
取
型
」や
、

郵
便
・
宅
配
便
で
現
金

を
直
接
送
ら
せ
る「
送

付
型
」の
手
口
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

�

●
出
前
講
座

　

10
人
以
上
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
対

象
に
、
消
費
生
活
に
関
す
る「
出
前
講
座
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。
相
談
現
場
の
最
新
情
報

や
相
談
事
例
と
そ
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
講

話
し
ま
す
。
ま
た
、
寸
劇
や
歌
な
ど
も
あ
り
、

参
加
さ
れ
る
方
の
楽
し
い
意
見
交
換
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。　

【
問
合
先
】＝
本
庁
保
護
課
生
活
支
援
相
談
グ

ル
ー
プ

（
23
）５
１
１
１（
内
線
２
５
７
２
）

相
談
内
容
で
最
も
多
い
の
は

「
ア
ダ
ル
ト
情
報
サ
イ
ト
か
ら

の
登
録
料
金
請
求
」で
す
。

振
り
込
め
詐
欺（
う
そ
電
話
詐

欺
）が
再
び
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
速
船
甑
島　

乗
客
数
10
万
人
達
成
！

春
風
に
乗
っ
て宇宙

桜
が
初
め
て
開
花

　毎年恒例の｢早馬祭｣が春分の日となる３
月２０日（日）、新田神社で開催されました。
五穀豊

ほうじょう

穣や商工業発展、農耕馬の安全など
を祈願し、飾り立てられた｢鈴懸馬｣が三味
線や太鼓の囃

はや し

子に合わせてたてがみを振り、
踊りを奉納しました。一説では、戦国時代
から安

あづちももやま

土桃山時代にかけて活躍した武将、
島津義弘の｢朝鮮出兵凱

がいせん

旋祝い｣が起源とも
いわれています。

　入来地域では初の、合併による新たな自
治会発足の総会が３月２７日 ( 日 )に行われ
ました。この日、会員の承認を得たことで、
４月、新たに｢権

ごんげんしばがき

現柴垣自治会｣が産声を上
げました。
　｢会員相互の親睦と活力と温もりに満ち
た、明るく豊かなまちづくり｣を目標とした
事業計画も承認され、新自治会としての一
歩を踏み出しました。

　就航から約２年を迎える高速船甑島の乗客
数が、３月１９日（土）で１０万人を達成し、川
内港で記念セレモニーが行われました。同船
は、甑島の国定公園指定などで観光客が増え、
乗客も増加傾向にあります。
　１０万人目は宮内町の木

きは ら ひ ろ き

原博樹さんと次女
佐
さ

稀
き

さん、長男和
かず さ

佐くん家族。この日は和佐
くんの誕生日で、下甑島観光に向かう途中だっ
たとのこと。家族は二重の喜びに包まれまし
た。

　天辰寺前古墳公園が完成し、３月１９日（土）
にオープニングセレモニーが開催されました。
同古墳は平成２０年６月、区画整理事業の工
事中に偶然発見されました。石室内から、貝製
腕輪を身に付けた壮年女性の人骨１体と銅鏡
などが出土しました。石室は開閉式の屋根で覆
い、年２回ほど公開していく予定です。

天あ
ま
た
つ
て
ら
ま
え

辰
寺
前
古
墳
公
園
が
完
成

人
骨
発
見
の
石
室
公
開

　スペースシャトル・エンデバーとともに
宇宙を旅した種から発芽し、入来小学校で
育てられた｢宇宙桜（ひょうたん桜）｣が、初
めて開花しました。
　これは、町内に国立天文台Ｖ

ヴ ェ ラ

ＥＲＡ入来
観測局がある縁で、平成２４年、同校に記
念植樹され、これまで大切に育てられてき
たものです。

　
　
入
来
地
域
で
初

合
併
に
よ
る
新
自
治
会
発
足

川内 ま
ち
話
題

の

まちの話題

平成２８年４月１１日撮影

市
内
各
地
か
ら

愛
情
に
育
ま
れ

　
真
紅
に
染
ま
る
ツ
ツ
ジ

　
　
　
　
　
　（
永
利
町
）

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ、投稿ください。

注

春
の
陽
気
の
中｢

早
馬
祭｣

美
し
い
鈴す

ず
か
け
う
ま

懸
馬
と
踊
り
を
奉
納

入来

入来

甑島
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